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審 査 の 要 旨 
 
１ 批評 
 ボランティアに関する社会学的な研究では、ボランティア活動を市民社会形成の契機とみる社会的
意義を評価する議論にたいして、社会的意義と活動者の認識とのずれに注目する議論が出現している。
社会的意義の過度な強調は、社会参加が国家による動員に転化する危険性があり、ゆえに活動の社会
的意義と活動者の認識のずれが重要であるとみる議論が、代表のひとつである。その系譜に属する本
研究の評価すべき特徴の一つは、ボランティア活動者自身に焦点をあて、社会的評価にたいする認識
と実践でのふるまいの二重性をとらえたところにある。さらに、ふるまいの水準と認識の水準それぞ
れで、ずれの調整がおこなわれるダイナミズムを分析したことは高く評価される点である。そこでは
一貫して贈与論の視角にたち、贈与の論理が作用する強弱によって関係規定が異なり、それが強い事
例と緩やかな事例という一見大きな違いがある２つの事例について、長期にわたって参与観察と丁寧
なインタビューをかさねたうで比較分析することにより、活動者の相補的あるいは対抗的な意味づけ
をあきらかにしている。その結果、活動者はいつでも離脱可能な境界的で流動的な立場を確保しつつ、
単純に社会的評価に共鳴するのではなく、逆にそれらを完全に否定するのでもなく、認識の水準で距
離をはかることでふるまいの水準では活動に没頭するという、二重性を適切に保つよう調整をはかっ
て「自発的に」活動にとりくむダイナミズムが解明された。そうした活動者に固有な意味が「自発的
な」参加の論理として創出されることによって、ふるまいの水準では社会的評価や期待に応え、社会
的意義の実現に間接的には貢献することになる点があきらかにされたことは、社会的意義への共鳴を
求める従来の社会運動論や市民社会論の想定とは大きく異なるものであり、活動の組織化にむけた新
たな可能性が示されたものとして評価できる。 
 本論文が分析した募金活動、森林ボランティアいずれの事例も、活動の受け手個人との対面的で対
称的な関係性がないものであるため、社会的評価や期待から距離をとりながら活動者自身の固有の意
味をみいだして参加するという論理があらわれやすいといえる。福祉分野のように活動の受け手と差
しむかいの対称的な関係に立たされる場合、社会的評価のみならず受け手その人からの評価や期待に
も直接さらされることになり、その場合にどのような調整がはかられていくのかを考えることをつう
じて分析枠組みを発展させることにより、この研究の意義がいっそう高められることが期待される。 
 
２ 最終試験 
 平成３０年１月１０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査
委員全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会学）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
